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市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
「
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

今
回
、
こ
の
意
識
調
査
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
「
人
権
問
題
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

差別や人権侵害を受けたことがある… 23.48％
【差別を受けたと感じた事柄】

① 学歴、出身校　② 性別　③ 家柄　④ 年齢　⑤ 職業
⑥ 障がい、病気　の順となっています。

他人の人権を侵害した経験がある … 19.91％
【人権侵害をしたと感じた事柄】

① 容姿　② 思想、信条　③ 宗教　④ 学歴、出身校
⑤ 家柄　⑥ 障がい、病気　の順となっています。

　

こ
れ
は
、
差
別
や
人
権
侵
害
に

つ
い
て
の
経
験
を
問
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
み
る
と
、
差
別
や

人
権
侵
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
の
方
が
、
人
権
を
侵
害
し
た

経
験
が
あ
る
人
よ
り
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
自
分
が
差
別
や
人
権
侵

害
を
受
け
た
こ
と
に
は
気
付
き
ま

す
が
、
他
人
を
差
別
し
た
り
人

権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

意
外
と
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
内
容
を
見
る
と
、
差
別
や

人
権
侵
害
を
受
け
た
と
感
じ
た

事
柄
は
、
学
歴
、
出
身
校
、
性
別
、

家
柄
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
権
を
侵
害
し
た
と
感

じ
た
事
柄
で
は
上
位
に
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
事
柄
に

つ
い
て
は
、
差
別
や
人
権
侵
害
を
し
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
常
で
は
、
当
た

り
前
と
い
う
意
識
が
強
く
、
気
付
い
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

人
権
問
題
の
基
本
は
、
目
の
前
で
起
こ
っ

て
い
る
問
題
の
不
合
理
に
つ
い
て「
気
付
く
」

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
、
目
の
前

に
起
こ
っ
て
い
る
差
別
や
人
権
侵
害
に
気
付

き
、
そ
の
差
別
や
人
権
侵
害
を
受
け
た
人

の
痛
み
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

る
意
識
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
う
し

た
意
識
は
、
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
自
分
自
身
で
日
常
生
活
の
中
で

繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
、
無
意
識
に
身
体

に
染
み
付
く
よ
う
に
育
て
て
い
く
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Q. 同和問題を知ったのは、どのようなきっかけでしょうか。
（○は1つ）（総数1,120人）

9 9 ％

Q. 同和問題の解決に対するあなたの態度はどうですか。

市、地域、学校などで
行われる「同和問題」
についての講演会、
研修会、学習会など
に参加されたことが
ありますか。

県・市町村の広報誌
などで読んだ

講演会、研究会などで
聞いた

学校の授業で教わった

職場の人から聞いた

学校の友達から聞いた

近所の人から聞いた

家族（祖父母、父母、
兄弟姉妹など）、

親せきの人から聞いた

1. これは同和地区の人だけの問題だから、自分とは直接関係の無い問題だと思う
2. 自分ではどうしようもない問題だから、成行きにまかせるより仕方がないと思う
3. 自分ではどうしようもない問題だが、誰かしかるべき人が解決してくれると思う
4. 基本的人権に関わる問題だから、自分も市民の一人として、この問題の解決に
　 努力すべきである
5. 考えたことがない

1. 3回以上参加したことが
　 ある

2. 1～2回参加したことが
　 ある

3. 開催されていることは
　 知っているが、参加した
　 ことはない

4. 講演会や研修会などは
　 行われていない
　（行われていることを
 　 知らない）
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H18 島根県（H23）

同和問題について、最初に正しく知ることが大切です。

　この結果から、研修会に参加した回数が多いほど、「自分も市民の一人としてこの問題の解決に努力すべ
きである」と回答した人も多くなっています。これは研修会に参加されたことで、人権意識が高まったのでは
ないかと思います。このような人が一人でも増えることが、差別のない明るく住みよいまちにつながるのでは
ないでしょうか。
　市では、同和教育講演会や人権・同和教育基礎講座を開催しています。また、地域においても、地区同
和教育推進協議会を中心に、研修会をはじめとする様々な取組が行われています。皆さんも、こうした機会
においては、ぜひ積極的なご参加をお願いします。

おたずね／人権同和政策課　☎22-7506

　

こ
の
意
識
調
査
の
結
果
、
約
95
％
の
人

が
同
和
問
題
を
知
っ
て
い
て
、
同
和
問
題

を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、「
家
族
（
祖
父
母
、

父
母
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
）、
親
戚
の
人
か

ら
聞
い
た
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
学

校
の
授
業
で
教
わ
っ
た
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、世
代
交
代
が
進
む
に
つ
れ
、「
学

校
の
授
業
で
教
わ
っ
た
」
と
答
え
た
人
が

増
え
て
き
て
、「
家
族
、
親
せ
き
の
人
か
ら

聞
い
た
」
と
答
え
た
人
が
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
な
お
、
平
成
23
年
の
県
の
調
査
で
は
、

「
学
校
の
授
業
で
教
わ
っ
た
」
と
答
え
た
人

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
象
は
、
今
後
も
続
い
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
、
学
校

の
授
業
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
、
正
し
く
理

解
、
認
識
し
、
地
域
社
会
で
も
、
周
り
の

間
違
っ
た
意
見
や
偏
見
に
流
さ
れ
た
り
し

な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〜
学
校
で
の
同
和
教
育
〜

　

学
校
で
は
、
小
学
校
６
年
生
か
ら

同
和
問
題
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
歴
史
や
現
代
社
会
の
中
で
、

差
別
と
た
た
か
っ
て
き
た
人
々
の
生
き

方
に
ふ
れ
て
、
そ
こ
か
ら
、
自
分
自

身
の
正
し
い
生
き
方
を
め
ざ
す
学
習

で
す
。

9.22％ 7.28％ 7.28％73.79％

2.43％

20.40％ 8.00％ 16.80％52.80％

2.00％

19.48％ 13.08％ 28.49％35.76％

3.20％

14.10％ 18.06％7.05％ 37.00％23.79％

Q. 日常生活の中で、あなた自身が差別や人権侵害を受けたと
　  感じたことがありますか。　　（○は一つ）（総数1,120人）

Q. あなたは、今までに他人の人権を侵害したことはありますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（○は一つ）（総数1,120人）

　次のグラフは、市、地域、学校などで行われる「同和問題」についての講演会、研修会、学習会などに
参加した回数と、同和問題の解決に対する自分の態度との関係を表したものです。
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Q. 同和問題を知ったのは、どのようなきっかけでしょうか。
（○は1つ）（総数1,120人）
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Q. 同和問題の解決に対するあなたの態度はどうですか。

市、地域、学校などで
行われる「同和問題」
についての講演会、
研修会、学習会など
に参加されたことが
ありますか。

県・市町村の広報誌
などで読んだ

講演会、研究会などで
聞いた

学校の授業で教わった

職場の人から聞いた

学校の友達から聞いた

近所の人から聞いた

家族（祖父母、父母、
兄弟姉妹など）、

親せきの人から聞いた

1. これは同和地区の人だけの問題だから、自分とは直接関係の無い問題だと思う
2. 自分ではどうしようもない問題だから、成行きにまかせるより仕方がないと思う
3. 自分ではどうしようもない問題だが、誰かしかるべき人が解決してくれると思う
4. 基本的人権に関わる問題だから、自分も市民の一人として、この問題の解決に
　 努力すべきである
5. 考えたことがない

1. 3回以上参加したことが
　 ある

2. 1～2回参加したことが
　 ある

3. 開催されていることは
　 知っているが、参加した
　 ことはない

4. 講演会や研修会などは
　 行われていない
　（行われていることを
 　 知らない）
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H18 島根県（H23）

同和問題について、最初に正しく知ることが大切です。

　この結果から、研修会に参加した回数が多いほど、「自分も市民の一人としてこの問題の解決に努力すべ
きである」と回答した人も多くなっています。これは研修会に参加されたことで、人権意識が高まったのでは
ないかと思います。このような人が一人でも増えることが、差別のない明るく住みよいまちにつながるのでは
ないでしょうか。
　市では、同和教育講演会や人権・同和教育基礎講座を開催しています。また、地域においても、地区同
和教育推進協議会を中心に、研修会をはじめとする様々な取組が行われています。皆さんも、こうした機会
においては、ぜひ積極的なご参加をお願いします。

おたずね／人権同和政策課　☎22-7506
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Q. 日常生活の中で、あなた自身が差別や人権侵害を受けたと
　  感じたことがありますか。　　（○は一つ）（総数1,120人）

Q. あなたは、今までに他人の人権を侵害したことはありますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（○は一つ）（総数1,120人）

　次のグラフは、市、地域、学校などで行われる「同和問題」についての講演会、研修会、学習会などに
参加した回数と、同和問題の解決に対する自分の態度との関係を表したものです。

人権・同和問題啓発広報

同和教育・啓発推進会議

第１１9号

人 権 同 和 政 策 課
☎ 2 2 - 7 5 0 6

2012.8.20広報いずも13




